
学校番号 3014 

令和５年度 工業科（メカトロニクス系・制御システム専科） 

 

教科 工業 科目 
制御システム実習

（機械加工Ⅱ） 

 

単位数 

 

６単位 年次 ２年次 

使用教科書 「機械工作１」・「機械工作２」 （実教出版） 

副教材等 材料実験（硬さ試験・引張り試験・衝撃試験）・フライス加工 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

ロボット工学実習の中でも機械加工Ⅱは、座学である機械工作・機械設計・機械製図で学んだ事柄

を実体験し、データ処理・機器、装置のオペレータ技術実習する中で、安全教育・基礎的技能の習

得を目標としていますので、工業（機械系）分野の理解を深められるよう努力し、最後まであきら

めないで授業に参加しましょう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

 工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，工業の発展

を担う職業人として必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（1）材料実験（硬さ試験・引張り試験・衝撃試験）とフライス盤による工作機械加工に関する技

術を実際の作業に即して総合的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。  

（2）材料実験（硬さ試験・引張り試験・衝撃試験）とフライス盤による工作機械加工に関する課

題を発見し，工業に携わる者として科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対応し解決する

力を養う。  

（3）材料実験（硬さ試験・引張り試験・衝撃試験）とフライス盤による工作機械加工に関する技

術の向上を目指して自ら学び，工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

 

観点 
a:知識・技術 b:思考・判断・表現 

c:主体的に学習に取り組む態

度 

観
点
の
趣
旨 

材料実験・機械加工 

に関する課題について関心

を持ち、改善・向上を目指

して主体的に取り組もうと

するとともに、実践的な態

度を身につけている。 

 

材料実験・機械加工 

に関する諸課題の解決をめざ

して思考を深め、基礎的・基

本的な知識と技術を基に、適

切な判断、表現する創造的な

能力を身につける。 

基礎的・基本的な技術を身に

つけ、ものづくりを合理的に

計画し、技術を適切に活用し

ている。 

 

材料実験・機械加工 

に関する基礎的・基本的な知

識を身につけ、工業の意義や

役割を理解している 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学

習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



 

 

 

 

４ 学習の活動 
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単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法   

知(a) 思(b) 主(c) 

パ
ー
ト
① 

 硬
さ
試
験 

 

・材料切削・研磨作業 

・ビッカース硬さ試験 

・ロックウェル硬さ試験 

・ブリネル硬さ試験 

・ショア―硬さ試験 

・各硬さ試験ﾃﾞｰﾀ処理・考察 

a:基礎的・基本的な知識を身に

つけ、作業や試験の意義や役割

を理解している。 

b:作業による影響を見いだし、

解決に向け条件設定する能力

が身についている。 

作業ならびに試験方法等の基

礎基本的な技術を身につける

とともに手順（工程）・注意点

等を明確にすることができる。  

C:装置の仕組みや、作業ならび

に試験方法等に関心を持ち、主

体的かつ協働的に取り組む態度

を身に付けている。 

実技課題 

 

報告書 

 

学習取組 

 

実技課題 

 

報告書 

 

学習取組 

 

実技課題 

 

報告書 

 

学習取組 

授業観察 

パ
ー
ト
① 

 引
張
試
験 

 

・試験片けがき作業 

・引張り試験 

・データ処理・考察 

a:基礎的・基本的な知識を身に

つけ、作業や試験の意義や役割

を理解している。 

b:作業による影響を見いだし、

解決に向け条件設定する能力

が身についている。 

作業ならびに試験方法等の基

礎基本的な技術を身につける

とともに手順（工程）・注意点

等を明確にすることができる。  

c:装置の仕組みや、作業ならび

に試験方法等に関心を持ち、主

体的かつ協働的に取り組む態度

を身に付けている。 

実技課題 

報告書 

学習取組 

 

実技課題 

報告書 

学習取組 

 

実技課題 

報告書 

学習取組 

授業観察 



パ
ー
ト
① 

 

衝
撃
試
験 

 

・衝撃試験 

・データ処理・考察 

a:基礎的・基本的な知識を身に

つけ、作業や試験の意義や役割

を理解している。 

b:作業による影響を見いだし、

解決に向け条件設定する能力

が身についている。 

作業ならびに試験方法等の基

礎基本的な技術を身につける

とともに手順（工程）・注意点

等を明確にすることができる。  

c:装置の仕組みや、作業ならび

に試験方法等に関心を持ち、主

体的かつ協働的に取り組む態度

を身に付けている。 

実技課題 

報告書 

学習取組 

 

実技課題 

報告書 

学習取組 

 

実技課題 

報告書 

学習取組 

授業観察 

パ
ー
ト
② 

 

フ
ラ
イ
ス
盤 

 ・材料切削（帯鋸盤使用） 

・切削原理 

・機械取り扱い 

・切削工具取り付け、交換 

・安全教育 

a:基礎的・基本的な知識を身に

つけ、作業や試験の意義や役割

を理解している。 

b:作業による影響を見いだし、

解決に向け条件設定する能力

が身についている。 

作業ならびに試験方法等の基

礎基本的な技術を身につける

とともに手順（工程）・注意点

等を明確にすることができる。  

c:装置の仕組みや、作業ならび

に試験方法等に関心を持ち、主

体的かつ協働的に取り組む態度

を身に付けている。 

実技課題 

 

報告書 

 

学習取組 

 

実技課題 

 

報告書 

 

学習取組 

 

実技課題 

 

報告書 

 

学習取組 

授業観察 

 

パ
ー
ト
② 

 

フ
ラ
イ
ス
盤 

けがき作業 

切削加工 

・六面体切削 

（正面ﾌﾗｲｽ使用） 

・溝、側切削 

（エンドミル使用） 

 a:基礎的・基本的な知識を身

につけ、作業や試験の意義や役

割を理解している。 

b:作業による影響を見いだし、

解決に向け条件設定する能力

が身についている。 

作業ならびに試験方法等の基

礎基本的な技術を身につける

とともに手順（工程）・注意点

等を明確にすることができる。  

c:装置の仕組みや、作業ならび

に試験方法等に関心を持ち、主

体的かつ協働的に取り組む態度

を身に付けている。 

実技課題 

報告書 

学習取組 

 

実技課題 

報告書 

学習取組 

 

実技課題 

報告書 

学習取組 

授業観察 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 


